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AfterBefore 安⼼して⽴ち座り動作が
できるようになり、⾏動範
囲も維持できるようになり
ました。転倒してしまったり
動けなくなった場合でも、
ローザを近くまで移動でき
るので、介助する負担が
減ったと喜んでいます。

病気の症状で歩⾏が
不安定になってきてい
る。座りっぱなしにならず
少しでも⽴って歩くことで
QOLを維持したいため
「独⽴宣⾔ローザ」をご
提案しました。

事例2　【　⽼々介護の負担を減らしたい　】

導⼊後は、床からの移乗動作
から⽴ち上がり動作まで安全に
⾏うことができるようになりまし
た。転倒に対する不安もなくな
り歩く機会が増えています。ま
た、慣れ親しんでいた”こたつ⽣
活”も再開することができ、落ち
着いて⽣活ができるようになり
ました。

転倒して動けなくなる不安か
らベッドにいる時間が⻑くなっ
ていました。動かなくなると
ADLが低下する恐れがある
ので、転倒に対する不安をな
くすために「独⽴宣⾔ローザ」
をご提案しました。

After

●⼥性　81歳
団地住まいで⼀⼈暮らしをしています。変形性膝関節症で、⼈⼯膝関節の⼿術後は膝に負担がかかる床からの⽴ち上がり動作を
しないようにしています。介護ベッドや椅⼦に変えて⽣活をしていましたが、夜中にベッドから転倒して動けなくなったことがありました。

事例1　【　転倒の不安をなくして⽣活したい　】

●独⽴宣⾔ローザ
　床から座⾯⾼さはわずか1.5cm。移乗がしやすい超低座⾯。

従来の超低座⾯「独⽴宣⾔ローザ」よりサイズがとってもコンパクト。ローザより約20％速い昇降スピードは、次の動作に
移しやすい効率の良いスピードにしています。製品重量も軽量で移動が簡単。また、⼯具なしで簡単に3分割できるため
持ち運びに便利です。
「独⽴宣⾔ローザ」の事例紹介と併せてご提案いたします。

介護保険

レンタル

●男性　80歳代
妻と⼆⼈暮らしをしています。パーキンソン病を患い薬の服⽤でなんとか⾃⽴した⽣活をしていますが、床からの⽴ち上がり動作や
ベッドからの⽴ち上がり動作が負担になってきています。⽼々介護で介護する妻の負担も増えてきています。

「独⽴宣⾔ローザ」ご利⽤の事例紹介

Before


